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社会保障カード（仮称）などの構想の目標のイメージ社会保障カード（仮称）などの構想の目標のイメージ

○自分の情報の入手や必要な手続等のワンストップ化

年金記録等の入手・確認

○必要なお知らせ等の情報を提供

手続漏れによる未加入・二重加入の防止

○各機関の業務効率化、コスト削減

各種通知等のコストを削減、医療費請求の過誤調整事務

の削減による保険者等の事務負担軽減

○分野を横断した状況の把握とそれに応じたきめ細やかな施策

高額医療・高額介護合算療養費の給付等が容易に

○行政サービスの透明化や個人情報等へのアクセスの監視
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２．仕組みの仮定とその検証について 
 
２．１ 仕組みの仮定 
 「これまでの議論の整理」においては、仮置きではあるが、社会保障カード

（仮称）の効果を実現するための仕組みのイメージを示した。この仕組みにつ

いては、プライバシー侵害・情報の一元的管理に対する不安を極力解消しつつ、

将来的な用途拡大に対応できるものとすることが必要である。 
 以下、「これまでの議論の整理」取りまとめ後の検討の内容に触れつつ、社

会保障カード（仮称）の仕組みについて述べることとする。 
 

（１）本人を特定する鍵となる情報（本人識別情報）について 
 社会保障に関する情報の可視化を進め、効率的にきめ細かなサービスを提

供すること等を実現するためには、制度内・制度間での利用者の特定すなわ

ち識別が必要となる。 
 この識別が不完全であると、記録・情報の連続性が確保されないこととな

り、結果として利用者・サービス提供主体双方に不利益をもたらす可能性が

あるため、事務の効率化を図りながら利用者の識別を果たす方策を考える必

要がある。 

図１：社会保障カード（仮称）などの構想の目標のイメージ 


